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審 議 結 果 報 告
5 月 臨 時 会

議案番号 議　　案　　名 議決内容
議案第 22 号 令和 2 年度宮若市一般会計補正予算（第 1号）について 原案可決

6 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

同意第 2 号 宮若市教育委員会委員の任命について 原案同意

承認第 1 号 専決処分の承認について
（令和 2 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）） 原案可決

議案第 23 号 宮若市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 24 号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 25 号 宮若市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 26 号
宮若市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及
び宮若市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

原案可決

議案第 27 号 宮若市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議案第 28 号 宮若市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 29 号 宮若市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 30 号 令和 2 年度宮若市一般会計補正予算（第 2 号）について 原案可決
議案第 31号 令和 2 年度宮若市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）について 原案可決
議員提出議案

第 4 号 種苗法改正案の撤回を求める意見書 原案可決

議員提出議案
第 5 号 排水ポンプの設置を求める意見書 原案可決

議員提出議案
第 6 号 山元秀一議員に対する議員辞職勧告決議について 原案可決

議員提出議案
第 7 号 宮若市東町 1号線道路整備工事契約の調査に関する決議について 否決

2 年請願第 1号 排水ポンプの設置を求める請願書 採択
2 年請願第 2 号 宮田地区幼稚園における 3 歳児教育と預かり保育開始の請願書 採択
2 年陳情第 2 号 新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策要望書 継続審査

◆賛否の分かれた議案	 ○：賛成　×：反対
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

氏名

議案名

谷
口
　
重
隆

山
元
　
秀
一

藤
嶋
　
嘉
子

清
水
　
健
太
郎

柴
田
　
裕
美
子

染
矢
　
正
次

安
河
　
英
幸

神
谷
　
喜
久
雄

弓
削
田
　
敬

和
田
　
善
久

安
永
　
友
則

川
口
　
誠

寳
部
　
勝

島
本
　
昌
典

中
島
　
健
三

茅
野
　
勝

議案第24号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第 6号 × 除
斥

棄
権 × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議員提出議案第 7号 ○ ○ × ○ 棄
権 × × ○ × × × × × × ○ ○
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主
な
理

由
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に

よ
る
対
応
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

５月臨時会
会計 補正前の額 補正後の額

一般会計 185 億 598 万
8 千円

215 億 2,006 万
4 千円

６月定例会
会計 補正前の額 補正後の額

一般会計 215 億 2,006 万
4 千円

216 億 7,277万
7 千円

国民健康保険 
特別会計

35 億 6,599万
3 千円

35 億 6,919万
4 千円

可 決 さ れ た
意 見 書

種苗法改正案は、これまで原則として農家に認められてきた登録品種の自家増殖を「許諾制」にする
ことで、事実上一律禁止し、農家のタネ取り（自家増殖）の権利が著しく制限されることになります。
同時に許諾手続き、費用、もしくは種子の毎年購入など、日本の農業を支える多数の農家にとっては
新たに大きな負担が発生します。これは農家の経営を圧迫し、ひいては地域の農業の衰退を招きかね
ません。

農水省は今回の改正が「日本国内で開発された品種の海外流出防止のため」であることを強調して
います。しかし、これまで農水省は、「海外への登録品種の持ち出しや、海外での無断増殖を全て防ぐ
ことは物理的に困難であり、有効的な対策は、海外での品種登録を行うことが唯一の方法である」と
してきました。（2017 年 11 月付け食料産業局知的財産課）

海外での育成者権の保護強化のために国内農家の自家増殖を禁ずることに何ら必然性はありません。
今回の改正案は、育成者権者にとって大変有利である一方、農家を委縮させ、在来種の栽培やタネ

取りを断念させる可能性もあります。地域の中小の種苗会社が資金的に品種登録をする余裕がない場
合、高額な登録料を払う事のできる特定の民間企業による種子の独占や市場の寡占化が進み、農家や、
消費者の選択肢を制限することになります。

地域農業や農家、消費者の権利を守り、安定した農産物・食料を確保する観点から、農家の権利を
制限する種苗法改正案の撤回を強く求めます。

以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出する。

提出先：内閣総理大臣、農林水産大臣、衆議院議長、参議院議長
提出者：藤嶋 嘉子
賛成者：和田 善久

種苗法改正案の撤回を求める意見書

宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
候
補
者
の
推
薦
は
、次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

桝ま
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ざ
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久ひ
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（
再
任
）
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市議会会議録はホームページからも閲覧できます。 http://www.db-search.com/miyawaka-c/index.php/

次回の定例会は 8月31日（月） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。

本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日程が決まり次第、宮若市のホームページ、宮若市役所本庁及び若宮総合支所に掲示します。
※小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

可 決 さ れ た
意 見 書

可 決 さ れ た
決 議

本城地区の雨水排水は地区内を流れる水路を経て、龍徳地区を流れる水路と合流し、犬鳴川へ放流
されている。本水路は、両地区にとって重要な役割を担っているが、梅雨時期などの大雨で犬鳴川の
水位が上昇し、内水により度々付近の農地が冠水している。特に平成 11 年、21 年、22 年の集中豪雨
では、農地のみならず、近隣にある宮田北小学校の通学路や本市の幹線道路でもある主要地方道福岡・
直方線も冠水し、家屋についても床下浸水寸前となるなど近隣住民は毎年不安な日々を過ごしている。

また、当時と比べ本地区では農地が減り、新たに商店や住宅などが建設されるなど、更なる被害の
増大も想定される。

よって、地域住民の安心・安全の確保とその憂いを最小限に止めるため、内水排水用のポンプ設置
について、格段の配慮を国に強く求めるものである。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

提出先：�国土交通大臣、国土交通省九州地方整備局長、	 
国土交通省九州地方整備局遠賀川河川事務所長

提出者：産業建設委員会

山元秀一議員は、宮若東中学校 PTA 会長時の活動において、活動費の一部不適切な支出、及びその
支出に疑義を持った教職員への恫喝があったとの疑惑が市民よりなされた。

その疑惑を解明するために、市民より宮若市政治論理審査会において、その調査を行って頂くため
の手続きの協力依頼が、我々市議会議員に依頼なされたため、調査開始に向けた署名活動を行ったと
ころである。

しかしながら、山元秀一議員は、この活動を行っている議員に対して、法的措置を辞さないとの恫
喝、また、議員バッチをかけてやっているのかとの威嚇をもって、我々市議会議員としての活動に支
障を生じさせるような行為を行った。

このような、恫喝、威嚇行為は、宮若市政治論理条例第 3 条第 1 項第 1 号の「市民全体の代表者と
して品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、その職務に関して不正の疑惑を持たれるおそれの
ある行為をしないこと。」との規定に抵触している。

更に同条第 2 項の「市長等及び議員は、政治論理に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自
ら潔い態度をもって疑惑の解明に当たるとともに、その責任を明らかにするよう務めなければならな
い。」との規定があるにも関わらず、その疑惑解明に向けた我々市議会議員の活動について、説明責任
も果たさず恫喝、威嚇を行った。

これは、市民全体の代表者として品位を欠く行為であり、宮若市議会として決して看過できるもの
ではない。

よって、山元秀一議員の議員辞職を勧告するものである。
以上、決議する。

提出者：和田 善久
賛成者：�島本 昌典、安永 友則、寳部 勝、安河 英幸、染矢 正次、川口 誠、弓削田 敬

排水ポンプの設置を求める意見書

山元秀一議員に対する議員辞職勧告決議
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採 択 さ れ た
請 願

市長に要望書
を提出

現在、3 歳から幼児教育を望む保護者が大多数である状況です。若宮幼稚園ではすでに 3 歳児教育が
行われ、宮田地区幼稚園でも同様に長い間 3 歳児教育開始を待ち望む保護者の声がありましたが、未
だ実現には至っておりません。そのような状況の中、昨年度より若宮幼稚園の園区が取り払われ宮田
地区の 3 歳時も若宮幼稚園に入園できることとなりましたが、実際に通園するためには困難が伴うこ
とも起こってきています。

本市では、幼少中連携の取り組みも素晴らしく、宮若市の誇るべき特色でもあり、将来に残してほ
しい教育環境です。3、4、5 歳の連続した幼児教育が行われることが地域の子どもたちにとって良い
環境であることは明らかです。

また、若宮幼稚園では、本年度から週 5 回の預かり保育が拡充される中、宮田地区幼稚園では週 1
回の預かり保育もされていない状況です。集団教育の重要性と預かり保育が実施されれば多くの短時
間勤務希望の保護者も幼稚園を選択することができます。

以上の事から、3 歳児が集団生活を通して人間関係を学ぶ大切な時期である事からも、一日も早く宮
田地区幼稚園での 3 歳児教育と預かり保育を設ける様、請願いたします。

請願内容
一日も早く宮田地区幼稚園での 3 歳児教育と預かり保育を設けること。

以上
提出先：宮若市教育委員会
提出者：宮若市立宮田南幼稚園後援会 小島 ふみ
紹介議員：和田 善久、茅野 勝

新型コロナウイルスによる感染症が世界中へ急速な勢いで拡大し、全国に「緊急事態宣言」が発出
され、学校の休校や外出の自粛要請などが行われたところであります。その後「緊急事態宣言」が解
除されましたが、感染拡大の恐れがあり、事態の終息が未だに見えない状況です。

このような中、対策本部を立ち上げ適切な対策を講じていただいておるところではありますが、感
染拡大を防止し、市民の生活及び市内の経済活動を守るために下記の事項についてご検討を頂きます
よう要望いたします。

記
1　�新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、災害時に備えた避難所・備品等の各種対策を講じ

ること。
2　��新型コロナウイルス感染拡大の影響で、雇止め、内定取り消しなどになった方々を対象に会計年

度任用職員として採用すること。
3　�今後も新型コロナウイルス感染拡大が懸念されることから、宮若市に住民票をおく市民に対し、

一律一人あたり3万円を給付すること。
4　�聴覚、言語機能、音声機能等の障がいにより意思疎通を図ることに支障がある場合に、手話通訳

者を派遣する事業が実施されているが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、手話通訳
者等がタブレット端末等を活用して遠隔による手話通訳を実現するための費用の一部を助成する
こと。

5　�新型コロナウイルス感染拡大の影響で、収入が減少している世帯が増加しているため、学校給食
を今年度末まで無料化にすること。

6　�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催されなかった中学3年生の最後のスポーツ大会を開
催すること。

7　�新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている市内事業者を応援し、地域経済の回復を図るた
め、プレミアム商品券の発行など、本店所在地が宮若市にある企業に対する市独自の支援策を講
じること。

8　�売上減少や資金繰り悪化などに直面している市内事業者に対して、国や県の支援策を周知するこ
と。また、国や県の支援策を含めた経営相談窓口の設置など、相談支援体制の充実を図ること。

宮若市議会議長　遠藤　嘉昭

宮田地区幼稚園における 3 歳児教育と 
預かり保育開始の請願書

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書
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の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
及
び
宮

若
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
、
幼
稚

園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
を
連
携
施
設

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
連

携
施
設
の
確
保
義
務
の
適
用
を
除
外
す
る
規

定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
小
規
模
の
保
育
事
業

に
つ
い
て
、
国
の
施
策
で
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
待
機
児
童
対
策
に
お
い

て
、
基
本
的
に
は
規
模
の
大
き
い
自
治
体
で

預
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
供
が
多
い
が
、

土
地
の
確
保
や
、
職
員
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
小
規
模
型
の
保
育
事
業
を
国
が
推

進
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。」と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
現
在
、小
規
模
保
育
事
業
を
始
め

た
い
と
考
え
て
い
る
事
業
所
は
あ
る
の
か
。」

と
の
質
疑
に
対
し
、「
昨
年
度
、
小
規
模
保

育
事
業
を
始
め
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
連
携
施
設
と
し
て
考
え
ら
れ
る
幼
稚

園
、
保
育
園
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
を
し

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
お
い
て
、
歳
出
に
対
し
て
歳
入

が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
令
和
２
年
度
予
算
か

ら
不
足
額
の
繰
上
充
用
を
行
う
た
め
の
補
正

予
算
を
５
月
29
日
付
で
専
決
処
分
し
た
た

め
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
今
後
の
赤
字
解
消
に

向
け
た
対
策
は
。」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
単

年
度
だ
け
で
言
え
ば
、黒
字
に
な
っ
て
い
る
。

収
納
率
を
上
げ
る
努
力
を
お
こ
な
っ
て
い
き

た
い
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
上
位
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
徴
収
猶
予
制
度
に

関
す
る
事
項
で
、
減
収
判
定
基
準
は
。」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
売
上
帳
、
現
金
出
納
帳
、

預
金
通
帳
の
写
し
等
で
、
今
年
と
去
年
の
売

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
宮
若
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
てこ

れ
は
、国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
が
策
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
宮
若
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
緊
急
対
策
要
望
書

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
宿
泊
・
宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
、
公
的
支
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
脇
田
温
泉
旅
館
組
合
よ
り
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
目
的
税
で
も
あ
り
、

現
在
の
課
税
状
況
等
も
踏
ま
え
て
、
早
急
に

結
論
を
出
す
と
い
う
よ
り
も
、
様
子
を
見
て

再
度
審
査
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
継
続
審
査

教
育
民
生
委
員
会

委
員
長　
中
島　
健
三
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東
部
総
合
運
動
公
園
内
の
陥
没
穴
に
つ
い

て令
和
２
年
２
月
２
日
に
東
部
総
合
運
動
公

園
の
第
１
駐
車
場
内
に
お
い
て
、
縦
１
メ
ー

ト
ル
、横
１・５
メ
ー
ト
ル
、深
さ
６
メ
ー
ト

ル
程
度
の
陥
没
穴
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
第
１
駐
車
場
へ
の
進
入
及
び

使
用
の
禁
止
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
公

益
財
団
法
人
特
定
鉱
害
復
旧
事
業
セ
ン
タ
ー

へ
の
協
議
を
行
い
、
現
地
確
認
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
陥
没
穴

の
発
生
は
特
定
鉱
害
（
浅せ

ん
し
ょ所

陥か
ん
ぼ
つ没

）
に
よ
る

被
害
で
あ
る
と
認
定
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
応
急
対
策
工
事
の
対
象
物
件
と
し
て

復
旧
工
事
が
施
工
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

合

わ
せ
ま
し
て
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、

議
会
の
所
管
委
員
会
で
あ
る
教
育
民
生
委
員

会
へ
の
報
告
等
も
行
い
な
が
ら
、
隣
接
周
辺

区
域
に
も
空
洞
が
存
在
し
て
い
な
い
か
確
認

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
陥
没
箇
所
で
あ
る
第

１
駐
車
場
周
辺
付
近
に
お
け
る
地
中
探
査
に

よ
る
空
洞
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
空
洞

の
存
在
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

現
在
、
第
１
駐
車
場
の
利
用
再
開
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
現
地
周
辺
等
の
状
況
も
注
視

し
な
が
ら
、
適
切
な
施
設
管
理
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

フ
ト
ラ
イ
フ
と
の
優
先
交
渉
権
を
解
除
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
体
育
館
の
整
備
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

る
宮
若
西
学
童
保
育
所
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
跡
地
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら

プ
ー
ル
等
の
解
体
を
行
い
、
建
設
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
意
向
に
十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
、

民
間
活
力
に
よ
る
定
住
関
連
施
設
の
整
備
を

基
本
に
、
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

民
事
調
停
の
報
告
に
つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち
滞
納
月
数
が
３

箇
月
以
上
の
者
を
対
象
と
す
る
民
事
調
停
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
２
名
に
対
す
る
申
立
て
の
議
決
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
２
名
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
12
月
24

日
に
直
方
簡
易
裁
判
所
に
民
事
調
停
の
申
立

て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
調
停
が
成

立
し
て
い
ま
す
。

別
紙
に
民
事
調
停
等
結
果
表
を
添
付
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
家
賃
等
滞
納
者
に

対
し
、
滞
納
解
消
に
向
け
た
納
付
指
導
を
行

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
宮
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
係
る
経
過

に
つ
い
て

同
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
若
宮
小
学
校
跡
地

利
活
用
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
敷
地
全
体

を
公
共
ゾ
ー
ン
と
定
住
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
、

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

公
共
ゾ
ー
ン
は
、
宮
若
西
学
童
保
育
所
を

新
設
し
、
既
存
体
育
館
の
改
修
を
含
む
公
共

施
設
を
中
心
と
し
た
区
域
と
し
て
、
定
住
ゾ

ー
ン
は
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
多
様
な

定
住
関
連
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
た
め
、

事
業
者
を
公
募
し
、
福
岡
市
に
本
社
を
置
く

（
株
）シ
フ
ト
ラ
イ
フ
を
優
先
交
渉
権
者
と
し

て
選
定
し
、
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

本
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
交
渉
権

者
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業
計
画
の
実
現
可
能

性
に
つ
い
て
、
根
拠
及
び
確
実
性
な
ど
の
精

査
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
意
向
を
把
握

す
る
た
め
に
、
昨
年
11
月
20
日
、
21
日
に
周

辺
地
域
の
方
々
を
対
象
に
、
本
利
活
用
事
業

に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
、
優
先

交
渉
権
者
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
提
案
さ

れ
た
事
業
計
画
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
、
本
年
４
月
23
日
付
け
に
て
（
株
）
シ

た
が
、
そ
れ
以
降
、
連
絡
も
な
く
、
進
ん
で

は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。」と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

研
修
の
実
施
に
つ
い
て
、
中
核
市
の
長
も
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
宮
若
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。
主

な
質
疑
と
し
て
、「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
研
修
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
は
県
や
市

に
行
う
こ
と
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会

福
祉
協
議
会
に
行
う
の
か
。
ま
た
、
年
間
に

開
催
さ
れ
る
研
修
の
回
数
は
。」と
の
質
疑
に

対
し
、「
申
し
込
み
は
、福
岡
県
か
ら
案
内
が

あ
り
、
運
営
を
委
託
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
へ
案
内
を
行
い
、
受
講
希
望
者
を
募
る

な
ど
、
市
で
取
り
ま
と
め
て
、
県
に
申
し
込

み
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
研
修
の
開
催
回
数

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
年
に

１
回
で
４
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
長
報
告

◆
市
長
報
告 

1

◆
市
長
報
告 

2

◆
市
長
報
告 
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市 政 を 問 う 一般質問
問　
子
供
た
ち
の
学
び
、

心
身
の
ケ
ア
、
安
全
を
保

障
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
対
策
が
あ
る
の
か
。

答　
教
育
長

本
市
に
お
い
て
は
、
文

部
科
学
省
が
示
し
た
「
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
」

に
基
づ
き
、
学
校
再
開
の

た
め
の
３
つ
の
基
本
方
針

を
定
め
、
６
月
１
日
か
ら

全
て
の
小
中
学
校
で
教
育

活
動
を
再
開
し
て
い
ま

す
。基

本
方
針
の
１
つ
目

は
、子
供
や
教
職
員
の「
命

を
守
る
」
た
め
に
、「
３
つ

の
密
」
を
避
け
る
な
ど
、

感
染
リ
ス
ク
を
可
能
な
限

り
低
減
し
た
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
子
供
が
安

心
し
て
登
校
で
き
る
よ

う
、
一
人
一
人
の
心
身
の

状
況
把
握
と
心
の
ケ
ア
を

行
い
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

問　
信
号
の
つ
な
ぎ
の
悪

さ
と
交
通
渋
滞
解
消
の
た

め
に
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
や
右
折
専
用
レ
ー
ン
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
市
長

本
市
の
主
要
な
道
路

の
交
通
事
情
に
つ
い
て

は
、
交
通
量
調
査
等
を
実

施
し
、
渋
滞
緩
和
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
渋
滞
す
る

交
差
点
の
対
策
に
つ
い
て

は
、必
要
に
応
じ
て
、福
岡

県
、
福
岡
県
警
及
び
福
岡

県
公
安
委
員
会
と
検
討
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ご
質
問
の
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交

差
点
）方
式
に
つ
い
て
は
、

県
内
に
２
箇
所
設
置
さ
れ

不
安
を
解
消
す
る
指
導
を

行
い
、
感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
等
へ
の
偏
見
や
差
別

の
防
止
に
向
け
た
取
組
を

進
め
ま
す
。

３
つ
目
は
、「
子
供
の
学

び
の
機
会
」
を
保
障
す
る

た
め
に
、
学
習
状
況
に
応

じ
て
、
個
に
応
じ
た
学
習

指
導
や
家
庭
学
習
、
補
充

学
習
な
ど
、
き
め
細
か
な

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
方
針
に
基
づ

き
、
各
学
校
の
実
態
に
応

じ
て
感
染
リ
ス
ク
を
最
小

に
す
る
工
夫
を
し
な
が

ら
、
子
供
の
学
び
・
心
身

の
ケ
ア
・
安
全
の
保
障
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

職
員
等
の
公
正
な
職

務
の
執
行
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
問
う

問　
何
故
、
こ
の
条
例
を

制
定
し
た
の
か
伺
う
。

答　
市
長

本
条
例
は
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
施
行
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
、
法

て
お
り
、
本
市
の
交
差
点

へ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
必

要
性
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
信
号
機
に
名
前
の
な

い
と
こ
ろ
が
宮
若
は
何
か

所
あ
る
の
か
。

答　
土
地
対
策
課
長

件
数
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

答　
土
地
建
設
課
長

補
足
に
な
り
ま
す
が
、

市
道
の
分
等
も
含
め
て
十

分
内
容
を
検
討
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
設
置
、
要
は

交
差
点
名
、
信
号
名
の
掲

示
に
つ
い
て
は
、
県
警
に

相
談
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

（
株
）関
連
の
方
た
ち
の
車

の
台
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か

調
査
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

令
遵
守
、
公
益
通
報
、
不

当
要
求
へ
の
対
応
の
３
つ

を
柱
と
し
て
お
り
、
公
正

な
市
政
の
運
営
と
市
政
に

対
す
る
市
民
の
信
頼
の
確

保
を
目
的
と
し
て
制
定
し

て
い
ま
す
。

職
員
等
に
対
し
て
不
当

要
求
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
職
員
等

は
こ
れ
を
拒
否
し
、
直
ち

に
上
司
及
び
所
属
長
へ
報

告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
行
為

者
に
対
し
て
は
、
書
面
に

よ
る
警
告
、
捜
査
機
関
へ

の
告
発
、
そ
の
他
不
当
要

求
行
為
を
中
止
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
に
応
じ
て
宮
若
市

法
令
遵
守
審
査
会
に
意
見

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
当
で
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
、
市
民
等

か
ら
の
要
求
に
対
し
て

は
、
所
管
課
に
お
い
て
必

要
事
項
を
記
録
し
、
案
件

の
概
要
や
対
応
方
針
、
提

出
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
に
お
い
て
一
括
で

管
理
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

答　
土
木
建
設
課
長

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

（
株
）
周
辺
の
台
数
で
す

が
、
定
期
的
に
交
通
量
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
に
つ
い
て
は
、
大
体

通
勤
時
間
帯
で
８
時
半
か

ら
17
時
半
ぐ
ら
い
の
間
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

大
体
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
（
株
）
の
周
辺
の
関
連

す
る
通
勤
車
両
、
約
９
，

０
０
０
台
ぐ
ら
い
と
見
当

し
て
い
ま
す
。

※
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

交
差
点
の
一
種
で
、
中

心
の
島
の
周
囲
を
一
方
向

に
周
回
す
る
方
式
の
う

ち
、
環
状
の
道
路
に
一
時

停
止
位
置
や
信
号
機
が
な

い
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
た

も
の
。

学
校
再
開
に
つ
い
て
問
う

宮
若
市
交
通
事
情
の
改
善
に
つ
い
て
問
う

和田　善久

寳部　勝
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市 政 を 問 う一般質問
問　
前
回
の
一
般
質
問
か

ら
の
進
捗
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
市
長

桐
野
東
地
区
及
び
鶴

田
、
尾
勝
地
区
の
旧
Ｊ
Ｒ

跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
道
路
整
備
等
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
と
も
Ｊ
Ｒ
等
関
係
機

関
と
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
維
持
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
市
長

地
元
自
治
会
の
協
力
に

よ
る
道
路
愛
護
推
進
活
動

を
は
じ
め
、
定
期
的
な
伐

採
作
業
を
行
い
、
維
持
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

問 

生
活
困
窮
者
を
は
じ

め
、
現
状
の
実
態
把
握
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

答 

市
長

現
在
は
、
生
活
困
窮
者

の
相
談
体
制
を
整
え
、
今

年
の
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
相
談
件
数
が
78
件
と
昨

年
の
倍
以
上
の
相
談
件
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
立
相
談
支
援

室
に
２
名
の
相
談
員
を
配

置
し
、
失
業
や
雇
い
止
め

な
ど
生
活
困
窮
に
至
っ
た

経
緯
を
聞
き
取
り
、
現
状

の
実
態
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

問　
国
・
県
・
市
と
い
っ

た
分
野
で
様
々
な
救
済
制

度
が
あ
る
。
市
民
へ
の
周

知
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を

考
え
て
い
る
か
。

水
害
に
つ
い
て
伺
う

問　
遠
賀
川
と
犬
鳴
川
の

間
に
あ
る
地
域
の
水
防
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

国
土
交
通
省
に
お
い
て

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
事
業
に
よ
る
河
川
の
整

備
を
実
施
し
て
お
り
、
ま

た
、
市
と
国
土
交
通
省
と

の
連
携
に
よ
り
、
磯
光
地

区
の
排
水
ポ
ン
プ
設
置
や

上
大
隈
地
区
の
排
水
ポ
ン

プ
車
配
置
の
た
め
の
施
設

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
冠
水
発
生
時
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

災
害
対
策
基
本
法
に
よ

り
、
市
町
村
長
が
指
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
公
共
施

設
や
小
中
学
校
等
を
指
定

し
、防
災
マ
ッ
プ
等
に
よ
り

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答　
市
長

周
知
の
方
法
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
総
合
窓
口
と
し
て
今

１
階
の
多
目
的
室
を
利
用

し
て
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら

分
か
ら
な
い
と
い
う
方
々

は
、
そ
こ
に
お
見
え
に
な

れ
ば
、
案
内
人
も
い
ま
す

の
で
、
そ
こ
に
誘
導
を
し

ま
す
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

社
会
福
祉
協
議
会
で
は

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、

緊
急
小
口
資
金
や
生
活
福

祉
資
金
な
ど
の
貸
付
を
行

っ
て
お
り
、自
立
相
談
支
援

室
の
家
計
改
善
支
援
員
の

配
置
を
週
２
日
か
ら
週
３

日
に
体
制
を
強
化
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
同
行

支
援
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ

る
連
携
を
図
り
、
生
活
再

建
に
向
け
た
家
計
管
理
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
評
価

避
難
に
際
し
て
は
、
迅

速
な
避
難
情
報
の
発
令
や

早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
自
宅
等
で

安
全
が
確
保
で
き
る
方
や

冠
水
等
で
避
難
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
方
に
つ
い

て
、
垂
直
避
難
や
知
人
宅

へ
の
避
難
等
、
複
数
の
方

法
に
よ
り
避
難
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
周
知
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
様
々
な
防
災

情
報
に
つ
い
て
、
迅
速
・

的
確
な
発
信
に
努
め
て
参

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

様
に
避
難
行
動
に
対
す
る

理
解
推
進
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
れ
、「
市
民
の
暮
ら
し
と

命
を
守
る
た
め
に
」
ど
の

よ
う
な
政
策
を
実
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　
市
長

こ
の
コ
ロ
ナ
が
い
つ
終

息
す
る
か
と
い
う
の
は
全

く
見
通
し
が
つ
か
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、
そ
れ
か
ら
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

う
ま
く
コ
ロ
ナ
と
付
き
合

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
も
ど
う
い
う
事
態
が

起
こ
る
の
か
と
い
う
こ
と

も
全
く
予
想
が
つ
か
な
い

状
況
で
す
。

そ
う
い
う
状
況
の
下

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
、
今

度
は
２
次
補
正
予
算
を
組

み
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
市

と
し
て
ど
う
い
う
対
応
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
今
、
全
く
不
確
定
な
状

況
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
市
民
の
生
活
と
命
を

守
る
と
い
う
大
前
提
の
も

と
で
、
総
合
的
に
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

旧
Ｊ
Ｒ
宮
田
線
跡
地
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

弓削田　敬

藤嶋　嘉子
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市 政 を 問 う 一般質問
問　
随
意
契
約
を
行
う
に

あ
た
り
、
決
裁
事
務
に
つ

い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答　
市
長

事
務
処
理
の
基
本
原
則

で
あ
る
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
地
場
産
業

の
育
成
も
勘
案
し
な
が

ら
、
随
意
契
約
を
行
っ
て

い
ま
す
。

事
務
分
掌
及
び
職
員
の

服
務
規
程
に
つ
い
て

問　
法
令
に
基
づ
い
た
適

正
な
事
務
執
行
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
更
に
法
令
に

反
す
る
行
為
が
あ
る
場

合
、
そ
の
調
査
・
検
証
及

び
処
分
に
つ
い
て
ど
う
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
夏
の
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会
が

中
止
と
な
っ
た
が
、
別
の

か
た
ち
で
３
年
生
最
後
の

大
会
が
行
わ
れ
る
予
定
は

あ
る
の
か
。

答　
教
育
長

高
校
野
球
の
大
会
に
つ

い
て
は
、
高
等
学
校
野
球

連
盟
が
実
施
主
体
と
な
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
５

月
25
日
に
福
岡
県
高
野
連

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
た
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
の
代
替
と

な
る
福
岡
県
独
自
の
大
会

は
開
催
し
な
い
こ
と
を
表

明
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
表
明
を
う
け
、
福
岡
県

教
育
委
員
会
が
県
高
野
連

に
対
し
て
、
代
替
大
会
の

開
催
を
検
討
す
る
よ
う
依

答　
市
長

職
員
に
は
法
令
、条
例
、

規
則
等
に
従
う
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

管
理
監
督
者
は
部
下
職
員

を
指
導
監
督
す
る
職
責
を

担
い
、
そ
の
業
務
の
適
正

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

法
令
等
に
反
す
る
行
為

が
あ
っ
た
場
合
、
経
緯
等

事
実
確
認
を
行
い
、
処
分

に
付
す
べ
き
も
の
と
判
断

し
た
場
合
は
、
基
準
要
綱

に
基
づ
き
処
分
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

問　
東
町
１
号
線
道
路
整

備
工
事
に
つ
い
て
契
約
の

根
拠
と
な
る
資
料
が
な
い

と
の
こ
と
だ
が
当
時
の
状

況
は
。

答　
土
木
建
設
課
長

歩
道
の
舗
装
面
に
雑
草

等
の
根
が
生
え
、
歩
行
に

支
障
を
き
た
す
ほ
ど
舗
装

面
が
隆
起
し
て
い
ま
し

た
。
よ
っ
て
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

問　
私
が
持
っ
て
い
る
当

時
の
現
場
写
真
で
は
、
隆

頼
を
行
い
、
福
岡
地
区
で

は
独
自
交
流
戦
を
実
施
す

る
な
ど
新
た
な
動
き
も
出

て
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
、
６
月
12
日
に
県
高
野

連
は
、
独
自
の
代
替
大
会

を
県
内
４
地
区
に
分
け
て

開
催
す
る
と
の
表
明
を
し

ま
し
た
が
、詳
細
に
つ
い
て

は
後
日
発
表
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
、
本
市
と
し
て
も

出
来
る
だ
け
の
協
力
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
機
会
の
な
く
な
っ
た

３
年
生
の
高
校
球
児
は
、

一
転
し
て
、
代
替
大
会
の

開
催
が
発
表
さ
れ
大
変
喜

ん
で
い
る
と
思
う
。
教
育

長
の
答
弁
の
中
に
本
市
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
努

力
を
し
た
い
と
あ
っ
た

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
の
協
力
が
想
定
さ

れ
る
の
か
。

答　
社
会
教
育
課
長

実
際
、
県
高
野
連
の
夏

の
全
国
大
会
の
予
選
に
お

起
し
て
い
た
箇
所
は
確
認

で
き
な
い
が
本
当
に
必
要

な
工
事
だ
っ
た
と
い
え
る

の
か
。

答　
土
木
建
設
課
長

協
議
の
資
料
は
な
い

が
、
よ
く
確
認
し
た
ら
別

の
工
事
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
当
課
で
一
部
写
真
を

撮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
必

要
と
判
断
し
ま
し
た
。

問　
宮
若
市
新
庁
舎
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
納
入
業
務
の
随

意
契
約
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
法
令
に
違
反
し

て
お
り
、
違
法
契
約
で
は

な
い
か
。

答　
調
整
監

本
契
約
は
特
殊
な
事
情
に

よ
り
判
断
し
た
次
第
で
す
。

答　
副
市
長

こ
の
入
札
の
件
に
関
し

て
は
行
政
内
部
で
検
討

し
、
法
令
等
の
適
正
な
点

で
言
え
ば
、
あ
る
種
の
運

用
を
し
た
と
理
解
し
て
い

ま
す
。

き
ま
し
て
、
光
陵
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
を
事
前
に

予
約
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
予
約
に
つ
い
て
は
、
こ

の
発
表
が
な
さ
れ
る
前
ま

で
実
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
既
に
光
陵
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
は
ま
だ
高
校

野
球
の
ほ
う
で
使
え
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も

踏
ま
え
ま
し
て
、
本
市
と

し
て
は
、
後
日
、
具
体
的

な
こ
の
代
替
大
会
の
日
程

や
実
施
内
容
等
が
示
さ
れ

た
と
き
に
は
、
会
場
の
確

保
、
ま
た
運
営
の
補
助
い

わ
ゆ
る
駐
車
場
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
案
内
や
、
観
客
席

等
の
人
数
制
限
等
も
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
と
き
の
会
場
内
の
迅

速
な
誘
導
等
で
積
極
的
に

協
力
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

契
約
事
務
に
つ
い
て
伺
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
つ
い
て
伺
う

山元　秀一

島本　昌典
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市 政 を 問 う一般質問
問　
農
業
後
継
者
の
問
題

は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

答　
市
長

県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携

し
、就
農
希
望
者
へ
の
営
農

設
計
支
援
や
農
地
の
確
保

等
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
等
を
活
用
し
、

地
域
に
お
け
る
協
力
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
本
市
の
次
世

代
農
業
を
担
う
人
材
の
確

保
・
育
成
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
耕
作
放
棄
地
の
取
組

に
つ
い
て
。

答　
市
長

地
域
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
や
農
業
委
員

問　
12
月
議
会
で
入
札
制

度
の
見
直
し
や
業
者
に
対

し
て
の
管
理
の
徹
底
を
要

望
し
て
い
る
。ど
の
よ
う
に

制
度
の
見
直
し
、
管
理
の

指
導
を
行
っ
た
か
伺
う
。

答　
市
長

工
事
現
場
の
事
故
発
生

等
へ
の
対
応
を
含
む
施
工

管
理
の
充
実
や
工
事
の
随

意
契
約
の
発
注
の
あ
り
方

の
見
直
し
等
で
し
た
が
、

ま
ず
は
、
現
行
の
関
係
法

令
や
契
約
規
則
等
の
遵
守

を
徹
底
し
て
、
随
意
契
約

の
発
注
に
つ
い
て
は
、
慣

行
的
な
あ
り
方
を
改
め
、

原
則
と
し
て
２
社
以
上
か

ら
見
積
書
を
徴
取
す
る
こ

と
、並
び
に
、指
名
選
考
委

員
会
に
付
議
し
て
決
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

に
よ
る
農
地
の
現
況
調
査

等
に
対
し
指
導
や
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に

不
利
な
条
件
下
の
農
地
改

良
に
対
す
る
補
助
金
制
度

を
創
設
し
た
ほ
か
、
耕
作

放
棄
地
の
保
全
管
理
に
つ

い
て
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、耕
作
放
棄
地
の
抑
制
、

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
発
注
の
設
計
施
工

に
つ
い
て
伺
う

問　
検
査
等
の
体
制
は
確

立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
市
長

こ
れ
ま
で
宮
若
市
職
員

Ｏ
Ｂ
を
建
築
工
事
の
検
査

員
と
し
て
配
置
し
て
い
ま

し
た
が
、
退
職
に
よ
り
不

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
適
切
な
人
材
の
確
保

が
困
難
な
た
め
、
建
築
都

市
課
の
職
員
及
び
施
工
監

理
業
者
と
協
力
し
て
検
査

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
進
市
の
事
例
を

参
照
し
て
、
事
故
報
告
要

領
も
作
成
し
、
適
切
な
事

務
処
理
を
徹
底
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
県
や
近
隣
市
等
の

調
査
等
も
行
い
な
が
ら
、

職
員
の
研
修
も
含
め
ま
し

て
、
工
事
発
注
や
施
工
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
な
い
、
充
実
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
今
年
度
の
業
者
の
指

名
ラ
ン
ク
を
決
定
す
る

時
、不
備
は
な
か
っ
た
か
。

答　
市
長

今
年
度
の
建
設
業
者
の

ラ
ン
ク
の
決
定
に
つ
い
て

も
、
宮
若
市
建
設
工
事
請

負
業
者
選
定
要
綱
や
取
扱

内
規
等
に
定
め
る
事
務
処

理
基
準
や
手
続
等
に
基
づ

き
決
定
し
て
お
り
、
特
に

不
備
は
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
地
方
自
治
法
で
は
税

支
出
に
対
す
る
適
切
な
質

の
確
保
の
た
め
に
専
任
の

検
査
員
の
設
置
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
行

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
副
市
長

県
に
準
じ
た
も
の
と
し

て
宮
若
市
契
約
規
則
の
中

で
も
検
査
の
位
置
づ
け
を

し
て
い
ま
す
。
専
任
の
職

員
で
は
な
い
と
い
う
不
十

分
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
検

査
の
事
項
は
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
発
注
時
に
工
事
に
対

す
る
問
題
点
は
解
決
し
て

い
る
の
か
。

答　
市
長

工
事
を
施
工
す
る
に
当

た
り
、
地
元
自
治
会
を
は

じ
め
関
係
地
権
者
等
へ
の

説
明
を
行
っ
た
上
で
、
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
も
技
術
セ
ン

タ
ー
に
施
工
管
理
を
発
注

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

答　
副
市
長

大
型
建
築
工
事
を
行
う

場
合
に
は
、
設
計
者
に
施

工
管
理
を
頼
ん
で
、
そ
れ

を
ま
た
補
完
・
補
充
す
る

意
味
で
何
年
か
前
か
ら
二

重
な
体
制
と
い
う
意
味
で

技
術
セ
ン
タ
ー
に
発
注
し

て
施
工
管
理
を
行
わ
さ
せ

て
い
る
経
緯
が
あ
り
ま

す
。「

多
額
の
経
費
を
使
っ

た
割
に
は
施
工
管
理
の
実

質
的
な
効
果
を
挙
げ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
」
と
い

う
御
指
摘
で
す
の
で
、
今

後
の
発
注
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
う
体
制
で
い
く
の

か
、
改
め
て
再
度
検
討
を

い
た
し
ま
す
。

宮
若
市
の
今
後
の
農
業
行
政
に
つ
い
て
伺
う

入
札
制
度
、市
発
注
公
共
事
業
に
対
し
て
伺
う

川口　誠

茅野　勝
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「
日
本
の
夏
は
砂
漠
よ
り
暑
い
。」

気
象
予
報
官
の
言
葉
で
あ
る
。

福
岡
気
象
台
に
問
い
合
わ
せ
た
。

「
気
温
は
世
界
共
通
の
条
件
で
測

定
さ
れ
る
。
広
い
芝
の
上
で
地
上
か

ら
1.5
ｍ
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
ぬ
環

境
で
測
定
す
る
。」

つ
ま
り
予
報
官
が
発
表
す
る
気
温

は
大
人
が
涼
し
い
日
陰
で
呼
吸
で
き

る
高
さ
で
の
測
定
と
言
え
る
。
現
実

は
交
通
量
の
多
い
道
路
や
住
宅
ビ
ル

に
囲
ま
れ
た
所
で
は
体
感
温
度
は
50

度
以
上
、「
日
本
の
夏
は
砂
漠
よ
り

暑
い
。」
と
な
る
ら
し
い
。

私
の
推
計
で
は
３
歳
児
が
呼
吸
す

る
口
鼻
の
位
置
は
地
上
か
ら
約
86

㎝
、
小
学
１
年
生
は
約
１
ｍ
前
後
と

な
る
。
真
夏
日
、
幼
児
達
は
大
人
が

感
じ
る
暑
さ
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
厳

し
い
環
境
に
居
る
こ
と
に
な
る
。

「
日
本
の
夏
は
砂
漠
よ
り
暑
い
。」

私
た
ち
大
人
は
こ
の
言
葉
を
想
像
し

な
が
ら
子
供
達
を
見
守
り
た
い
。

中
島
　
健
三

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

柴
　
田
　
裕
美
子

山

元

秀

一

中

島

健

三

清
　
水
　
健
太
郎

谷

口

重

隆

川

口

　

誠

染

矢

正

次

みやわかこども食堂の弁当作りボランティアによる市内小中学校のアルコール消毒作業

新型コロナウイルスに係る取り組み

議員が初盆会で御香典を渡すことは禁止されています

「三ない運動」

政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることはもちろん、有権者が政治家に寄付や贈り物
を求めることも、公職選挙法により禁止されています。

宮若市議会は寄付禁止のルールを遵守します。

1. 政治家の寄付の禁止
2. 政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
3. 政治家の関係団体の寄附の禁止
4. 後援団体の寄附の禁止
5. 年賀状等のあいさつ状の禁止
6. あいさつを目的とする有料広告の禁止

政治家の寄付は禁止（贈らない）！ 政治家の寄付を求めない！ 受け取らない！

禁止されている行為
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